
【ミサイル対応】 

弾道ミサイル着弾時には、爆風や建物等が破壊されたことに伴う破片などが発生し。爆風や破片などによる身
体への被害を避けるため、状況に応じた避難行動を取る。 

また、弾道ミサイルは極めて短時間で我が国に着弾することが予想されるため、避難行動の時間が限られの

で、速やかに以下のような状況に応じた避難行動を取る。 

( 教師側 ) 

 Jアラートが鳴ったら、 

 ①速やかな避難行動を促し 

 ②正確かつ迅速な情報収集を行う 

 

〔屋外にいるとき〕 

・運動場、校外学習のときあらかじめ 

 避難先を確認する。 

・ 

〔教室にいるとき〕 

 

 

 

 

 

 

（児童・生徒側） 

Jアラートが鳴ったら、 

① 速やかに避難行動を行う 

 

〔屋外にいるとき〕 

・爆風や破片などの被を避けるため、近くの建物の中

に避難。 

 

 

・防空頭巾やヘルメットをかぶり、窓から離れ、机の

下で身を守る姿勢をとる。 

。 

   

            【内閣官房国民保護ポータルサイトより】 

 


